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が必須である。これには、ワクチン接種カード（ワクチン接種を受けた人の氏名、提供されたワクチンの
種類、最後に接種を受けた日付を含む）、または別の書類としてのワクチン接種カードの写真、または携
帯電話もしくは電子機器に保存された接種を受けた人のワクチンカードの写真、または医療従事者から提
供されるワクチン接種に関するワクチン接種完了の書類などがある。 
 

屋外食事エリア： 
 屋外座席エリアの顧客数は、物理的距離を確保するのに十分な数に減らしている。異なるテーブルに座っ

ている顧客間で最低6フィートの物理的距離を確保するために、１つのテーブルの椅子の背もたれから顧
客が座っている隣のテーブル椅子の背もたれまでを測定したときに、テーブルの間隔が少なくとも6フィ
ートになるようにする。これにより、異なるテーブルに座っている顧客間の物理的距離を維持しながら、
テーブルとテーブルの間を通って部屋を通ることができ、テーブルに着席している顧客が椅子を押し出し
て座ることができる。プレキシガラスや他の仕切りは、必須とされるテーブル間の距離と顧客間の距離の
確保の代替にはならない。下記の「許容される収容人数で承認される座席配置の例」セクションを参照す
る。屋外座席エリアの最大顧客数は以下のように制限されている: _________、これは上記のようにテー
ブルが隣のテーブルから離れており、各テーブルに最大6席ある場合に、利用可能な座席の総数によって
決定される。 

 施設内の屋外テーブル席は、１グループあたり8人以下に制限されている。屋外のテーブルに着席してい
るすべての人は、3世帯以下の世帯からの者でなければならない。着席する前に1) グループのすべての人
は一堂に会し、2）接客係は、テーブルを共有するすべての人が3世帯以下の世帯の者でなければならない
ことを口頭で顧客に通知する。 

 グループのすべての人がCOVID-19に対するワクチン接種を完了4していること証明する場合、テーブルご
とに最大8人、異なる8世帯以下の人が一緒に座ることができる。ワクチン接種を完了したと申告した顧客
は、同伴者と一緒に座る前に、写真付きの身分証明書とワクチン接種完了の証明を運営者に提示すること
が必須である。これには、ワクチン接種カード（ワクチン接種を受けた人の氏名、提供されたワクチンの
種類、最後に接種を受けた日付を含む）、または別の書類としてのワクチン接種カードの写真、または携
帯電話もしくは電子機器に保存された接種を受けた人のワクチンカードの写真、または医療従事者から提
供されるワクチン接種に関するワクチン接種完了の書類などがある。 

 屋外構造物を利用する施設は、カリフォルニア州保健省の屋外事業運営のための一時的構造物の使用に関
する必須ガイダンスで指定されている、屋外設定に関する州の基準に準拠する必要がある。州の屋外設定
の基準を満たさない屋外構造物は、屋内設定として分類され、占有率は50%に制限される。 

 
すべての施設向け一般的な要件 
 屋内サービスのために施設に来場するすべての顧客は予約制にする。可能であれば、施設の予約システム

に事前に電話して座席/収容人数を確認する。必要に応じて接触者の追跡ができるよう、予約時、または
実行可能な場合は通常の業務過程で現場で各顧客の連絡先情報を得る。 

o アルコール飲料の準備・提供の目的で使用されるバーカウンターでの飲み物のサービスは許可されて
いない。 

o 顧客は、指定された食事エリアのテーブルに着いている間のみ飲食できる。テーブルに座って飲食し
ている場合を除き、すべての顧客は敷地内でマスクを着用しなければならない。 

 私的なイベント 

o ワイナリー、醸造所、及び蒸留所は、施設の屋内または屋外エリアで私的なイベント（レセプショ
ン、会議、宴会など）を開催できる。ただし、そのような私的なイベントは、私的なイベントに関
する郡公衆衛生局の「私的なイベントに関する再開手順：付録BB 」に完全に準拠する必要がある。 

o ワイナリー、醸造所、または蒸留所に独立した入り口のある独立した私的イベント向けのスペース
がない場合、私的なイベントは、施設が通常業務を休業している場合にのみ開催できる。ただし、

 
4 接種を 2 回受ける必要のあるワクチン（Pfizer-BioNTech または Moderna 製）の場合、2 回目の接種を受けてから 2 週間以上、またはワクチンを接種が

1 回で済むワクチンの接種を受けてから 2 週間以上経過している（Johnson＆Johnson[J&J]/ / Janssen 製）人が、ワクチン接種完了者とみなされます 。 

削除済み－無効 
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	醸造所、ワイナリー、及びクラフト蒸留所の再開手順：付録Y
	2021年5月6日木曜日 12:01AMより有効
	5/5/2021：屋内の占有率は、最大収容人数の50％または200人のいずれか少ない方に増やすことができます。 屋内では、最大6世帯の顧客が全員ワクチン接種を完了している場合、6人のグループで一緒に座ることができます。屋外では、ワクチン接種を完了している場合、最大8世帯の顧客が8人のグループで一緒に着席することができます。テレビは屋内外の食事エリアで使用することができます。
	COVID-19の症例率、入院数、及び死亡数はある程度減少し、安定しているように思われますが、COVID-19は引き続き地域社会に高いリスクをもたらしているため、すべての市民と企業が予防策を講じ、拡散のリスクを軽減するためにその運営や活動を変更することが必要とされます。
	(1) 職場に於ける従業員の健康を保護するための方針と実践
	(2) 物理的距離を確保するための措置
	(3) 感染防止対策
	(4) 従業員及び一般市民とのコミュニケーション
	(5) 重要なサービスへの平等なアクセスを確保するための対策
	施設が再開手順に取り組む際、これらの5つの重要点を考慮する必要があります。
	本指導書の対象となるすべての事業は、以下に記載されているすべての適用可能な対策を実施し、　　　対策が実施されていない場合は、それが適用されていない理由を説明する必要があります。
	 在宅勤務で職務を果たせる従業員には、在宅勤務が指示されている。
	 影響を受けやすい従業員（65歳以上、妊娠中、慢性疾患のある人）には、可能な限り在宅勤務で行うことができる作業が割り当てられており、懸念がある場合は医療従事者、または産業保健サービスに相談して、職場復帰をするのに適切な決断をする。
	 LACDPHの入場時のスクリーニングのガイダンスに従って、従業員、ベンダー、及び配達員が職場に入る前に症状の確認を行っている。スクリーニングには咳、息切れ、呼吸困難、発熱や寒気の有無、及びその個人が現在隔離・検疫命令下にあるかどうかを含める必要がある。これらの確認は遠隔か、従業員の出勤時に対面式で行うことが出来る。可能であれば職場での検温も行う。
	 LACDPHの入場時のスクリーニングのガイダンスに従って、従業員、ベンダー、及び配達員が職場に入る前に症状の確認を行っている。スクリーニングには咳、息切れ、呼吸困難、発熱や寒気の有無、及びその個人が現在隔離・検疫命令下にあるかどうかを含める必要がある。これらの確認は遠隔か、従業員の出勤時に対面式で行うことが出来る。可能であれば職場での検温も行う。
	 従業員は雇用者や政府出資の病気休暇の権利についての情報を提供され、金銭的に病気休暇が簡単にできるような補償を得ることができる場合がある。詳細は、2021年のCOVID-19補足有給病気休暇法に基づく従業員の病気休暇の権利を含む、COVID-19の病気休暇と労災補償をサポートする政府プログラムを参照する。
	 一名以上の従業員がCOVID-19検査で陽性反応を示した、またはCOVID-19の症状と一致する症状を発症している報告を受けた場合、雇用主は直ちに感染者に自宅隔離を促し、その従業員に職場で曝露したすべての従業員に自己検疫を促す計画または手順を準備している。雇用主の計画では、追加のCOVID-19管理対策が必要となるようなような職場での曝露があったかどうかを判断するために、すべての検疫中の従業員がCOVID-19検査を実施する、または検査の手配をする手順を検討する。職場に於けるCOVID-19へ...
	 オーナー、マネージャー、または運営者が14日間以内に職場内で3件以上の症例を確認した場合、雇用主はこのクラスターを公衆衛生局、(888) 397-3993 または (213) 240-7821、もしくははオンラインで www.redcap.link/covidreportに報告する。職場でクラスターが特定された場合、公衆衛生局は、感染対策の指示と推奨事項、技術的支援、及び職場固有の対策の提供を含むクラスターへの対応を開始する。公衆衛生局のケースマネージャーがクラスターの調査の担当に割り当てられ...
	 他者と接触する従業員に鼻と口を覆う適切なフェイスマスクを無料で提供している。詳細については、LAC DPH COVID-19マスクのウェブページ：http://publichealth.lacounty.gov/acd/ncorona2019/masksを参照する。勤務中、他者と接触するまたはその可能性がある従業員は常時フェイスマスクを着用しなければならない。医療従事者からフェイスマスクを着用しないように指示されている従業員は、状態が許す場合に限り、州命令に準拠した下端にドレープが付いたフェイ...
	 従業員は、鼻と口の両方を覆ってフェイスマスクを着用することや、フェイスマスクを毎日洗濯または交換する必要があることなど、フェイスマスクの適切な使用と手入れについて指導されている。
	 顧客と接触する、または接触する可能性のあるワクチン接種を完了していない従業員にフェイスシールドを提供し、従業員はこれを着用する（これには、顧客とやり取りする接客係、ウェイター、給仕人、使い走り、接客エリアに出入りするその他の従業員が含まれますが、これらに限定されない）。フェイスマスクに加えて、フェイスシールドを着用する。フェイスマスクは、着用者の飛沫から他者を保護し、フェイスシールドは、着用者を他者の飛沫から保護するのに役立つ。フェイスシールドは、雇用主にワクチン接種完了の証明書を提示する従業...
	o 接種を2回受ける必要のあるワクチン（Pfizer-BioNTechまたはModerna製）の場合、2回目の接種を受けてから2週間以上、またはワクチンを接種が1回で済むワクチンの接種を受けてから2週間以上経過している（Johnson＆Johnson[J&J]/Janssen製）人が、ワクチン接種完了者とみなされます 。
	o 従業員がCOVID-19のワクチン接種完了の証明として雇用主に提示することが認められる書類は以下の通りです：ワクチン接種カード（ワクチン接種者の氏名、提供されたワクチンの種類、最後に接種を受けた日付を含む）、または別の書類としてのワクチン接種カードの写真、または携帯電話もしくは電子機器に保存された接種を受けた人のワクチンカードの写真、または医療従事者から提供されるワクチン接種に関するワクチン接種完了の書類（ワクチン接種を受けた人の氏名、及びその人がCOVID-19のワクチン接種を完了しているこ...
	 フェイスマスクが常時正しく着用されているようにするために、従業員は、マスクを安全に取り外して他の人から物理的に離れることができる休憩時間を除き、飲食が禁じられる。飲食する場合は、従業員は常に他の人から少なくとも6フィートの距離を取る。可能であれば、屋外で他の人から離れて飲食することが推奨される。
	o 休憩所    　 ________________________________________________________________
	o トイレ        ________________________________________________________________
	o その他               ________________________________________________________________
	 従業員が利用できる消毒剤及び関連用品は以下の場所に常備している：
	_________________________________________________________________________________
	_________________________________________________________________________________
	 各従業員に本手順のコピーを配布している。
	 オプション – その他の対策の説明：
	_________________________________________________________________________________
	屋内食事エリア：
	 屋内座席エリアの顧客数は、レストランの屋内最大収容人数の50%または収容人数200人のいずれか少ない方に制限されている。可能な場合は、駐車場を再構成して、人の集まるような場所を制限し、適切な間隔を確保できるようにする。
	o レストランの屋内食事エリアの最大顧客数は次のとおり：_________________________
	 異なるテーブルに座っている顧客間で少なくとも6フィートの物理的距離を確保するために、１つのテーブルの椅子の背もたれから顧客が座っている隣のテーブル椅子の背もたれまでを測定したときに、テーブルの間隔が少なくとも6フィートになるようにする。これにより、テーブルとテーブルの間を通って室内を移動し、テーブルについている顧客が椅子を押し出して座ることができる。プレキシガラスや他の仕切りは、必須とされるテーブル間の距離と顧客間の距離の確保の代替にはならない。下記の「許容される収容人数で承認される座席配置の...
	 施設の屋内席のテーブルにつくことができるのは、1グループ当たり6人以下に制限される。屋内の各テーブルに着席するすべての人は同一世帯の個人でなければならないので、互いに6フィートの距離を取って着席する必要はない。着席する前に、案内係は、屋内テーブルを共有するすべての人が同一世帯の人でなければならないことを口頭で顧客に通知する。
	 グループのすべての人がCOVID-19に対するワクチン接種を完了2F していること証明する場合、テーブルごとに最大6人、異なる6世帯以下の人が一緒に座ることができる。ワクチン接種を完了したと申告した顧客は、同伴者と一緒に座る前に、写真付きの身分証明書とワクチン接種完了の証明を運営者に提示することが必須である。これには、ワクチン接種カード（ワクチン接種を受けた人の氏名、提供されたワクチンの種類、最後に接種を受けた日付を含む）、または別の書類としてのワクチン接種カードの写真、または携帯電話もしくは...
	屋外食事エリア：
	 屋外座席エリアの顧客数は、物理的距離を確保するのに十分な数に減らしている。異なるテーブルに座っている顧客間で最低6フィートの物理的距離を確保するために、１つのテーブルの椅子の背もたれから顧客が座っている隣のテーブル椅子の背もたれまでを測定したときに、テーブルの間隔が少なくとも6フィートになるようにする。これにより、異なるテーブルに座っている顧客間の物理的距離を維持しながら、テーブルとテーブルの間を通って部屋を通ることができ、テーブルに着席している顧客が椅子を押し出して座ることができる。プレキシ...
	 施設内の屋外テーブル席は、１グループあたり8人以下に制限されている。屋外のテーブルに着席しているすべての人は、3世帯以下の世帯からの者でなければならない。着席する前に1) グループのすべての人は一堂に会し、2）接客係は、テーブルを共有するすべての人が3世帯以下の世帯の者でなければならないことを口頭で顧客に通知する。
	 グループのすべての人がCOVID-19に対するワクチン接種を完了3F していること証明する場合、テーブルごとに最大8人、異なる8世帯以下の人が一緒に座ることができる。ワクチン接種を完了したと申告した顧客は、同伴者と一緒に座る前に、写真付きの身分証明書とワクチン接種完了の証明を運営者に提示することが必須である。これには、ワクチン接種カード（ワクチン接種を受けた人の氏名、提供されたワクチンの種類、最後に接種を受けた日付を含む）、または別の書類としてのワクチン接種カードの写真、または携帯電話もしくは...
	 屋外構造物を利用する施設は、カリフォルニア州保健省の屋外事業運営のための一時的構造物の使用に関する必須ガイダンスで指定されている、屋外設定に関する州の基準に準拠する必要がある。州の屋外設定の基準を満たさない屋外構造物は、屋内設定として分類され、占有率は50%に制限される。
	すべての施設向け一般的な要件
	 屋内サービスのために施設に来場するすべての顧客は予約制にする。可能であれば、施設の予約システムに事前に電話して座席/収容人数を確認する。必要に応じて接触者の追跡ができるよう、予約時、または実行可能な場合は通常の業務過程で現場で各顧客の連絡先情報を得る。
	o アルコール飲料の準備・提供の目的で使用されるバーカウンターでの飲み物のサービスは許可されていない。
	o 顧客は、指定された食事エリアのテーブルに着いている間のみ飲食できる。テーブルに座って飲食している場合を除き、すべての顧客は敷地内でマスクを着用しなければならない。
	 私的なイベント
	o ワイナリー、醸造所、及び蒸留所は、施設の屋内または屋外エリアで私的なイベント（レセプション、会議、宴会など）を開催できる。ただし、そのような私的なイベントは、私的なイベントに関する郡公衆衛生局の「私的なイベントに関する再開手順：付録BB 」に完全に準拠する必要がある。
	o ワイナリー、醸造所、または蒸留所に独立した入り口のある独立した私的イベント向けのスペースがない場合、私的なイベントは、施設が通常業務を休業している場合にのみ開催できる。ただし、完全に独立した入口と施設を備える独立した私的イベントスペースを有するワイナリー、醸造所、及び蒸留所は、私的なイベントとワイナリー、醸造所、または蒸留所の運営を完全に分離できる場合は、ワイナリー、醸造所、及び蒸留所の通常運営を維持しながら、私的なイベントを主催することができます。私的イベントの参加者は、ワイナリー、醸造所、...
	o 屋外で開催される私的なイベントの最大収容人数は200人ですが、私的なイベントに関する郡公衆衛生局の手順に規定されているように、すべてのゲストが検査で陰性であるか、またはCOVID-19ワクチン接種完了者である場合は、400人まで増やすことができる。私的なイベントは、郡公衆衛生局の私的なイベントに関する再開手順に規定されているように、すべてのゲストが検査で陰性であるか、またはCOVID-19ワクチン接種完了者である場合にのみ、ワイナリー、醸造所、または蒸留所の屋内で開催することができる。屋内で開...
	o 施設で私的なイベントの開催とワイナリー、醸造所、または蒸留所の営業が同時に運営されている場合、ワイナリー、醸造所、または蒸留所の定員と私的なイベントの定員は別々に計算される。
	 屋外でのライブエンターテイメントは、許可されている。着席している顧客のグループとステージまたはパフォーマーとの間に少なくとも12フィートの距離を確保できるよう、目に見える境界がなければならない。パフォーマーは、パフォーマーが多くの微粒子、エアロゾル、及び飛沫が放出され移動する音声の投射を制限できるように、可能な限りパフォーマンスにマイクを使用する。屋内でのライブエンターテイメントは許可されていない。
	 音楽演奏者の場合
	 顧客のダンスは引き続き禁止されている。録音された音楽は許可されるが、従業員が顧客との距離を保ちながら顧客の声を聞くことができるように、音量を十分に小さくする。
	 テレビまたはその他の画面は、屋内外の顧客の視聴用に使用できる。
	 顧客または従業員が列に並ぶ場所で物理的距離が守られるようにするための対策。これには、チェックスタンドとターミナル、カウンターライン、トイレ、エレベーターロビー、ホストスタンドと待合エリア、係員付き駐車サービスのドロップオフとピックアップ、及び顧客が集まるその他のエリアが含まれる。
	o 一般の人々が列を作ったり立つ可能性のある場所に、6フィート間隔でテープまたはその他のマーキングを配置する。
	o 可能であれば、従業員と顧客がすれ違うことを防ぐために、廊下や通路を一方通行にする。
	o 可能であれば、物理的距離の手順が守られていることを監視するために、フェイスシールドとフェイスマスクの両方を着用している従業員を上記のエリア付近の最も近い顧客から少なくとも6フィート離れている場所に配置する。
	 人と人とのやり取りを減らすためにモバイル注文やメニュータブレット、非接触型決済オプションなどの技術的解決策を可能な限り実践している。
	 顧客、配達ドライバー、そして従業員が接触する際に物理的距離を置けるようにデザインする。
	o 施設の屋外で顧客、ベンダー及び配達員またはその他の人が待機する場所の床に、物理的距離を実施するような印をつける。
	o 可能な場合、ピックアップと配達の際に接触の無いプロセスを行ったり、顧客に対応する際に電子システムを実施する
	o 可能な場合、従業員と顧客の間のやり取りを1回に付き最大5分までに制限する。
	 スタッフと顧客の接触を制限する。
	o 6フィートの物理的距離を確保することが難しいレジ、ホストスタンド、注文カウンターなどに、仕切りやプレキシガラスなどで物理的なバリアーを作る。
	o 6フィートの物理的距離を確保することが難しいレジ、ホストスタンド、注文カウンターなどに、仕切りやプレキシガラスなどで物理的なバリアーを作る。
	o 個々のグループにサービスを提供する従業員の数を制限する。
	 従業員や顧客がトイレ、廊下、バー、予約場所、クレジットカードターミナルなどの人通りの多い場所に集まらないように指示する。
	 オフィス、キッチン、食料貯蔵室、ウォークイン冷凍庫、その他の従業員が頻繁に通る全ての場所で物理的距離対策を行う。
	o 偶発的な接触は予期されているものの、これらの接触を15分以下（10分が好まれる）に制限し、全ての従業員が常時フェイスマスクを着用していることを目標とする。
	 試飲ごとに清潔なグラスを用意し、可能であれば、顧客が既に使用したコップ（香り、味わいなど）に飲み物を入れない。
	 共用のダンプバケット、スピットバケット、スピットンなどの使用は中止する。
	o 顧客間の飛沫汚染を避けるために、代わりに各顧客に個別の使い捨てカップを提供する。
	 ワイン、ビール、スピリッツを注ぐときは、飲料容器の首をコップやグラスなどに触れないようにする。
	 試飲グループの予約時間が重ならないように対策を講じて、異なるグループや場所の人々の交流を最小限に抑える。
	 異なる世帯の顧客を同じツアーグループにまとめるツアーを中止する。ツアーガイドは、顧客/訪問者から少なくとも6フィートの物理的距離を維持する。
	 これまで閉鎖されていた施設は、再開前に各温水・冷水蛇口から（温・冷）水を5分間流して、施設の配管内にある古い水を新鮮で安全な水に変える。
	 顧客に直接対応する全ての従業員向けに、屋内及び屋外の座席エリア、ホストスタンド、飲み物を準備する場所などに手指消毒剤や消毒ワイプを含む適切な消毒剤を配置する。
	 配達を受け取るためのドロップオフの場所を、人の出入りの多い場所から離れたところに指定する。可能な限り人と人との接触が起こる商品の配達を避ける。
	 これまで一般向けに利用可能であったトイレは継続して利用可能にする。
	 勤務時間ごとに従業員が一人、必要に応じて追加の消毒・殺菌の作業を監督・施行するよう指定されている。
	 施設は毎晩営業時間後に（COVID-19に対して効果的な承認された洗剤を使って）隅々まで適切に清掃・消毒する。可能な限り、清掃を完了したこと監視するために記録をする。
	 一般の人が利用できるよう手指消毒剤とゴミ箱を屋外飲料サービスエリアの入口またはその付近に設置している。
	 顧客は、屋外座席エリアに入る際、施設内を歩き回る際、トイレを使用する際を含む、飲食をしていない場合にフェイスマスクを着用するように指示される。これは全ての成人と2歳以上の子供に適用される。医療従事者よりフェイスマスクを着用しないように指示をされている個人は状態が許す場合に限り、州命令に準拠した下端にドレープが付いたフェイスシールドを着用しなくてはならない。ドレープはあごの下にフィットするものが推奨される。一方向弁付きのマスクは使用してはならない。従業員と他の利用客の安全をサポートする為に、フェ...
	o 顧客は、テーブルに座って飲んでいる間のみフェイスマスクを取り外すことができる。
	o 飲んでいるときは、着席しなければならない。顧客は、飲んでいる際中に歩き回ったり立ったりすることはできない。
	o フェイスマスクの着用を拒否する顧客に対して、サービスを拒否して施設から出るよう要求することができる。
	 音楽やテレビの音量は、ウェイターが顧客に近づくことなく顧客の注文を聞くことができるように調整する。
	 給仕係、給仕助手、及び顧客が使用するアイテム（汚れたカップ、皿、ナプキンなど）を移動したり、ゴミ袋を扱ったりするその他の従業員は、その作業を完了した後、手を洗う。
	 再利用可能なメニューは、顧客ごとに洗浄・消毒する。固定されたメニューボード、電子メニュー、モバイルデバイスからダウンロードできるメニューなどの代替の方法を採用することを検討する。
	 現金以外の支払い方法が推奨される。その食品施設で可能な限り、顧客が自分でクレジットカード・デビットカードをスワイプして支払いを行うようにし、ゲストが使用する度にそのカードリーダーを消毒する。
	 テーブルクロスやナプキンなどの顧客のテーブルで使用された汚れたリネンは、顧客が使用するたびに取り外す。汚れたリネンを取り扱うときは、従業員は手袋を着用する。
	 オプション - その他の対策の説明（例：シニアのみの時間を提供する、ピーク時以外の入店を推奨する）
	_________________________________________________________________________________
	 顧客・クライアントにとって重要なサービスを優先している。
	 遠隔操作で提供できるトランザクションまたはサービスはオンラインに移行する。



